
は
じ
め
に

「
原
語
で
聖
書
を
読
み
た
い
（
読
め
る
よ
う
に
な
り
た
い
）。」
と
希
望
と
期
待
と
で
胸
を
い
っ
ぱ
い
に
し
た
新
入
生
た
ち
の
姿

も
五
回
ほ
ど
見
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
無
残
に
も
数
ヶ
月
で
希
望
も
期
待
も
打
ち
砕
か
れ
る
の
も
見
て
き
た
。

少
な
く
と
も
ギ
リ
シ
ア
語
に
関
し
て
は
、
筆
者
は
責
任
の
一
端
を
覚
え
ざ
る
を
え
な
い
。
な
ぜ
か
ギ
リ
シ
ア
語
に
は
語
形
変
化

が
多
く
、
な
ぜ
か
日
本
語
と
は
全
く
違
う
。
勿
論
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
筆
者
に
責
任
は
な
い
。
も
っ
と
学
生
に
や
さ
し
い

教
え
方
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
基
本
は
や
は
り
語
形
変
化
を
覚
え
、
理
解
す
る
こ
と
だ
と
思
う
。
従
っ
て
、
初
級
文
法

（
の
学
習
法
）
に
つ
い
て
大
改
革
を
提
唱
す
る
勇
気
も
能
力
も
筆
者
に
は
な
い
。
メ
イ
チ
ェ
ン
漓
も
万
全
で
は
な
い
が
、
取
っ
て

替
わ
る
教
科
書
は
容
易
に
書
け
な
い
と
思
う
。
む
し
ろ
、
筆
者
の
関
心
事
は
、
苦
労
し
て
語
形
変
化
を
覚
え
た
上
で
一
体
、
邦

訳
聖
書
に
は
な
い
何
を
汲
み
取
れ
る
か
の
方
に
あ
る
。
即
ち
、
中
級
文
法
滷
に
他
な
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
最
近
ま
で
は
、
日

本
語
で
で
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
英
語
で
で
も
相
応
し
い
文
法
書
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
普
通
、
デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
澆
が
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用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
必
ず
し
も
十
分
勧
め
ら
れ
る
も
の
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
近
年
、
出
版
さ
れ
た
ポ
ー
タ
ー
の
文
法
書
潺

は
完
璧
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
か
な
り
い
い
線
の
も
の
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
今
後
、
こ
の
「
基
督

神
学
」
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
ポ
ー
タ
ー
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
釈
義
に
役
立
つ
文
法
論
を
学
生
、
同
窓
生
は
じ
め
、
そ
の

他
諸
氏
の
た
め
に
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
回
は
、
手
始
め
に
デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
と
ポ
ー
タ
ー
と
を
比
較
検
討
し
、
な
ぜ
ポ
ー
タ
ー
の
方
が
デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
よ

り
も
お
勧
め
で
き
る
か
を
以
下
に
論
じ
て
置
き
た
い
。

デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ

デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
の
文
法
書
の
初
版
の
出
版
は
、
何
と
一
九
二
七
年
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
実
に
驚
く
に
価
す
る
。

そ
れ
ほ
ど
古
い
文
法
書
が
い
ま
だ
に
出
版
さ
れ
、
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
信
じ
難
い
。
新
約
ギ
リ
シ
ア
語
文
法
の
研
究
の
遅

れ
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
文
法
書
は
、
大
部
の
レ
フ
ァ
ラ
ン
ス
文
法
書
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ま
と
め
る
形
を

と
っ
て
い
る
（
勿
論
、
独
自
の
貢
献
、
、

が
全
く
な
い
訳
で
は
な
い
）
の
で
、
実
質
的
な
執
筆
年
代
（
即
ち
内
容
を
裏
付
け
る
研
究

の
年
代
）
は
も
っ
と
前
に
遡
る
こ
と
に
な
る
。
大
い
に
デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
で
利
用
さ
れ
て
い
る
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の
文
法
書
（A

G
ram

m
ar

of
the

G
reek

N
ew

T
estam

ent
in

the
Light

of
H

istorical
R

esearch

）
の
初
版
出
版
は
一
九
一
四
年
と
言
う
。
ま

た
、J.H

.M
oulton

のA
G

ram
m

ar
of

N
ew

T
estam

entG
reek:Prolegom

ena
(

第
一
巻
）
の
初
版
は
一
九
○
六
年
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
一
九
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
二
○
世
紀
初
頭
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
パ
ピ
ル
ス
文
献
が
膨
大
な
量
で
発
見
さ
れ
、
そ
の

成
果
が
日
の
目
を
見
た
時
期
に
他
な
ら
な
い
潸
。
そ
の
意
味
で
は
、
新
約
ギ
リ
シ
ア
語
文
法
の
研
究
も
画
期
的
に
発
展
し
た
こ

と
は
否
め
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
逆
に
現
代
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
の
文
法
書
は
近
代
言
語
学
澁
の
成
果
の

結
集
で
は
な
く
、
文
献
学
の
研
究
の
集
大
成
と
も
言
う
べ
き
も
の
と
な
る
。
つ
ま
り
、
デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
に
は
、
近
代
言
語

2



学
的
視
点
お
よ
び
、
そ
の
研
究
成
果
は
全
く
反
映
し
て
い
な
い
、
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
文
法
書
が
ま
だ
広

範
囲
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
新
約
学
（
更
に
は
聖
書
学
全
体
）
で
如
何
に
言
語
学
が
無
視
さ
れ
て
き
た
か
、
を
示
し
て

い
る
澀
。
こ
の
点
は
明
ら
か
に
ポ
ー
タ
ー
の
「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
と
比
較
し
て
み
て
決
定
的
な
短
所
と
言
え
る
。

デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
は
序
文
に
も
あ
る
通
り
潯
、
学
生
向
け
に
書
か
れ
た
正
確
で
包
括
的
文
法
の
大
要
に
他
な
ら
な
い
。
実

際
に
、
三
六
八
頁
に
及
ぶ
、
こ
の
文
法
書
は
第
一
部
形
態
論
、
第
二
部
統
語
論
、
そ
し
て
第
二
部
の
統
語
論
が
名
詞
、
動
詞
、

文
節
と
三
分
割
さ
れ
、
最
後
に
付
録
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
導
入
部
分
で
は
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
説
明
に

始
ま
り
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
歴
史
、
新
約
ギ
リ
シ
ア
語
の
特
徴
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
第
一
部
の
形
態
論
で
は
、
正
書
法
に
始
ま
り
、

名
詞
、
形
容
詞
、
動
詞
な
ど
の
活
用
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
更
に
巻
末
の
付
録
に
は
、
メ
イ
チ
ェ
ン
の
文
法
書
に
あ
る
よ
う
な

動
詞
、
名
詞
、
形
容
詞
な
ど
の
活
用
表
が
あ
り
、
不
規
則
動
詞
の
基
本
型
の
一
覧
表
ま
で
付
い
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ア
語
作
文
練

習
問
題
も
あ
る
。
実
に
至
れ
り
尽
く
せ
り
、
と
い
う
感
じ
が
あ
る
。
従
っ
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
個
々
の
項
目
、
事
柄
の

取
り
扱
い
は
概
略
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
概
略
的
で
も
、
あ
く
ま
で
も
完
全
な
レ
フ
ァ
ラ
ン
ス
文
法
書
の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
教
科
書
的
に
提
示
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
、
こ
の
辺
に
デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
の
強
味
が
あ
り
、
同
時
に
こ
れ
が
弱
点

に
他
な
ら
な
い
。

ポ
ー
タ
ー
の
「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」

ポ
ー
タ
ー
の
「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
は
、
様
々
な
面
で
デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
と
対
照
的
と
言
え
る
。
先
ず
、
利
用
者
（
読
者
層
）

が
明
確
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
一
年
間
新
約
ギ
リ
シ
ア
語
を
勉
強
し
た
者
を
想
定
し
て
お
り
、
ポ
ー
タ
ー
が
実
際
に
バ
イ

オ
ラ
大
学
で
二
年
目
の
ギ
リ
シ
ア
語
の
ク
ラ
ス
を
教
え
な
が
ら
作
成
し
た
教
材
に
他
な
ら
な
い
潛
。
従
っ
て
、
デ
イ
ナ
＝
マ
ン

テ
ィ
の
よ
う
な
包
括
的
な
文
法
書
で
は
な
い
。
ギ
リ
シ
ア
語
の
歴
史
あ
る
い
は
形
態
論
に
は
一
切
紙
面
が
費
や
さ
れ
て
い
な
い
。
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こ
れ
は
ポ
ー
タ
ー
の
賢
い
判
断
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
る
。
勿
論
、
新
約
ギ
リ
シ
ア
語
を
学
ぶ
に
あ
た
り
、
多
少
な
り
と
も

ギ
リ
シ
ア
語
の
歴
史
を
知
っ
て
い
る
の
は
有
益
と
思
う
。
し
か
し
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
歴
史
に
つ
い
て
知
り
た
い
時
に
は
、
別
の

書
物
に
当
た
れ
ば
よ
い
。
中
級
文
法
書
で
必
要
不
可
欠
な
内
容
で
は
な
い
。
ま
た
、
形
態
論
を
取
り
扱
う
必
然
性
も
な
い
。
既

に
形
態
論
の
基
礎
を
学
ん
だ
学
生
が
中
級
文
法
書
を
読
む
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
初
級
文
法
書
と
内
容
的
に
重
複
す
る

必
要
は
な
い
。

や
は
り
、
ポ
ー
タ
ー
の
「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
の
独
自
性
は
、
近
代
言
語
学
の
研
究
成
果
を
土
台
に
し
て
い
る
こ
と
と
言
え
る
。

ポ
ー
タ
ー
自
身
、
他
の
同
類
の
文
法
書
と
比
較
し
て
自
分
の
も
の
が
す
ぐ
れ
て
い
る
点
と
し
て
、
先
ず
こ
の
こ
と
を
挙
げ
て
い

る
濳
。
そ
れ
で
は
、
近
代
言
語
学
の
原
理
に
基
づ
く
と
、
一
体
何
が
異
な
っ
て
く
る
の
か
。
デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
が
土
台
と
し

て
い
る
文
献
学
と
較
べ
て
一
番
顕
著
な
の
は
、
新
約
ギ
リ
シ
ア
語
へ
共
時
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
こ
と
と
言
え
る
。
デ
イ

ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
は
、
他
の
同
類
の
文
法
書
お
よ
び
レ
フ
ァ
ラ
ン
ス
文
法
書
と
同
様
に
通
時
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
色
彩
が
濃
い
。
デ

イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
は
、
個
々
の
項
目
で
必
ず
、
そ
の
起
源
を
先
ず
扱
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
置
詞
の
起
源
、
形
容
詞
の
起
源
、

冠
詞
の
起
源
な
ど
と
。
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
付
言
し
て
お
く
が
、
ポ
ー
タ
ー
も
起
源
や
歴
史
の
問
題
を
完
全
に
無
視
し
て
い

る
訳
で
は
な
い
。
た
だ
、
デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
と
の
大
き
な
相
違
と
し
て
、
起
源
や
歴
史
的
な
事
柄
が
新
約
聖
書
で
の
用
法
や

意
味
を
規
定
し
て
い
な
い
こ
と
を
ポ
ー
タ
ー
は
強
く
意
識
し
て
い
る
。
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
や
ラ
テ
ン
語
と
比
較
検
討
し
て
、
新

約
ギ
リ
シ
ア
語
を
論
じ
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
新
約
聖
書
の
言
語
を
、
一
世
紀
の
人
々
が
使
用
し
て
い
た
言
語
と
し
て
、

一
つ
の
完
結
し
た
言
語
体
系
と
し
て
扱
っ
て
い
る
潭
。

こ
の
あ
た
り
の
相
違
は
、
格
の
取
り
扱
い
に
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
で
は
、
格
は
八
つ
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
。
メ
イ
チ
ェ
ン
で
は
主
格
、
属
格
、
与
格
、
対
格
、
呼
格
の
五
格
を
学
ぶ
が
、
デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
で
は
、
属
格

が
属
格
（
純
粋
属
格
）
と
奪
格
（
奪
格
的
属
格
）
と
に
分
け
ら
れ
、
与
格
が
与
格
（
純
粋
与
格
）、
位
格
（
位
置
的
与
格
）、
具
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格
（
手
段
の
与
格
）
の
三
つ
に
分
け
て
扱
わ
れ
て
い
る
澂
。
ギ
リ
シ
ア
語
に
元
来
八
格
が
あ
っ
た
と
結
論
付
け
る
根
拠
が
二
つ

挙
げ
ら
れ
て
い
る
潼
。
一
つ
は
文
献
学
あ
る
い
は
比
較
言
語
学
の
成
果
に
他
な
ら
な
い
。
ギ
リ
シ
ア
語
は
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
語
族
に
属
す
る
が
、
そ
の
祖
語
に
も
っ
と
も
近
い
と
さ
れ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
は
格
が
八
つ
あ
る
。
そ
し
て
、
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
八
格
に
照
ら
し
て
ギ
リ
シ
ア
語
の
格
を
研
究
す
る
と
、
同
様
の
区
別
が
見
つ
け
ら
れ
た
、
と
言
う
。
従
っ
て
、

デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
に
八
格
あ
る
と
の
認
識
は
「
比
較
文
献
学
の
堅
実
な
方
法
」
に
基
づ
い
て
い
る
と
主
張

し
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
格
と
は
形
態
論
の
問
題
で
は
な
く
、
機
能
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
と
言
う
。
一
番
目
の
、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
格
の
数
と
新
約
ギ
リ
シ
ア
語
の
格
の
数
と
を
結
び
付
け
る
、
論
理
的
必
然
性
は
乏
し
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
た
と
い
、
こ
の
通
時
（
歴
史
）
的
議
論
が
正
し
い
と
し
て
も
、
二
つ
め
の
理
由
も
少
々
怪
し
い
。
格
が
形
態
の
問
題
で
は

な
く
、
機
能
と
い
う
の
は
わ
か
る
が
、
格
の
数
を
八
と
す
る
根
拠
は
、
格
の
機
能
か
ら
は
直
接
に
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

格
を
機
能
と
し
て
理
解
し
、
あ
く
ま
で
も
機
能
の
数
と
同
じ
数
の
格
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
八
で
は
少
な
す
ぎ
る
。
実
際
、
デ

イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
で
さ
え
、
八
格
を
更
に
細
分
化
し
て
い
る
。
主
格
は
、
盧
主
語
主
格
、
盪
述
語
主
格
、
蘯
名
称
の
主
格
、
盻

自
立
主
格
、
眈
感
嘆
の
主
格
に
、
属
格
（
純
粋
属
格
）
は
、
盧
描
写
の
属
格
、
盪
所
有
の
属
格
、
蘯
関
係
の
属
格
、
盻
副
詞
的

属
格
、
眈
行
為
を
表
現
す
る
名
詞
と
共
に
使
わ
れ
る
属
格
、
眇
同
格
の
属
格
、
眄
部
分
を
示
す
属
格
、
眩
独
立
属
格
に
、
奪
格

（
奪
格
的
属
格
）
は
、
盧
分
離
の
奪
格
、
盪
出
処
の
奪
格
、
蘯
手
段
の
奪
格
、
盻
比
較
の
奪
格
に
分
け
ら
れ
て
い
る
潘
。
も
し
、

格
が
機
能
で
あ
る
こ
と
に
固
執
す
る
な
ら
ば
、
極
端
に
言
え
ば
、
こ
の
細
分
化
し
た
も
の
を
格
と
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
も
言
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、
格
の
数
を
八
と
規
定
し
て
取
り
扱
う
の
は
、
あ
く
ま
で
も
通
時
的
考
察
に
基
づ
き
、
イ
ン

ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
祖
語
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
が
類
似
し
て
い
た
と
い
う
推
定
に
よ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
新

約
ギ
リ
シ
ア
語
の
格
を
一
つ
の
体
系
と
し
て
扱
う
の
で
あ
れ
ば
、
五
格
で
取
り
扱
う
の
で
問
題
は
な
い
し
、
そ
れ
が
適
切
な
方

法
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
ポ
ー
タ
ー
の
見
解
で
も
あ
る
澎
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
相
違
は
、
比
較
文
献
学
と
近
代
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言
語
学
の
相
違
に
他
な
ら
な
い
。

「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
の
他
の
特
徴
と
し
て
は
、
語
順
と
構
文
、
そ
し
て
談
話
分
析
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
章
が
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
勿
論
デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
で
は
全
く
取
り
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
内
容
に
他
な
ら
な
い
。
あ
る
意
味
で

「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
は
、
最
後
の
談
話
分
析
を
常
に
視
野
に
入
れ
て
書
か
れ
た
文
法
書
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
関
連
で
、

興
味
深
い
こ
と
に
、
ポ
ー
タ
ー
は
文
節
お
よ
び
そ
れ
以
上
の
単
位
に
、
従
来
の
文
法
書
よ
り
も
明
ら
か
に
よ
り
多
く
の
注
意
を

払
っ
て
い
る
。
単
語
と
語
句
（
フ
レ
ー
ズ
）
に
二
○
○
頁
弱
の
紙
面
を
費
や
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
文
節
（
ク
ロ
ー
ズ
）
以

上
の
単
位
に
は
八
○
頁
ほ
ど
の
紙
面
を
費
や
し
て
い
る
。
因
み
に
、
デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
で
は
、
第
一
部
の
形
態
論
が
三
○
頁

以
上
、
第
二
部
の
統
語
論
全
体
が
二
五
○
頁
ほ
ど
で
、
そ
の
う
ち
名
詞
に
九
○
頁
程
度
、
動
詞
に
一
○
○
頁
弱
、
文
節
に
は
僅

か
四
○
頁
弱
の
紙
面
し
か
費
や
し
て
い
な
い
。
デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
と
比
較
す
れ
ば
、「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
全
体
の
紙
面
の
配
分

自
体
、
独
特
な
も
の
と
言
え
る
。
勿
論
「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
に
し
て
も
、
語
順
や
談
話
分
析
等
の
取
り
扱
い
が
充
分
な
も
の
と

は
決
し
て
言
え
な
い
が
、
紙
面
の
制
約
上
、
致
し
方
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
で
は
、
こ
の
よ
う

に
新
し
い
内
容
に
紙
面
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
伝
統
的
な
事
柄
に
つ
い
て
も
ポ
ー
タ
ー
は
自
分
独
自
の
見
解
を
加
え
て

い
る
。
し
か
も
、
自
分
と
異
な
る
理
解
や
考
え
方
も
無
視
す
る
こ
と
な
く
、
公
平
に
提
示
し
て
い
る
。
ポ
ー
タ
ー
自
身
に
よ
れ

ば
澑
、
独
自
の
見
解
を
加
え
、
議
論
を
前
進
さ
せ
た
、
と
意
識
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
以
下
の
章
が
あ
る
。
時
制
と
ア
ス
ペ

ク
ト
の
第
一
章
、
法
と
姿
勢
の
第
二
章
、
格
と
性
の
第
四
章
、
前
置
詞
の
第
九
章
、
分
詞
の
第
一
○
章
、
条
件
文（
節
）の
第
一

六
章
、
語
順
と
構
文
の
第
二
○
章
、
談
話
分
析
の
第
二
一
章
と
な
る
。
四
章
の
格
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
既
に
デ
イ
ナ
＝
マ

ン
テ
ィ
の
扱
い
方
と
比
較
し
た
。
九
章
の
前
置
詞
の
扱
い
方
で
の
独
自
性
は
、
視
覚
に
訴
え
る
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
に
も
あ
る
が
、

ど
の
前
置
詞
と
ど
の
前
置
詞
と
が
反
意
語
か
、
ま
た
類
義
の
前
置
詞
間
の
微
妙
な
相
違
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。
こ
の
へ
ん
に

は
、
や
は
り
近
代
言
語
学
の
視
点
が
反
映
し
て
い
る
。
一
○
章
の
分
詞
で
は
、
特
に
分
詞
の
時
制
の
問
題
に
つ
い
て
独
自
の
見
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解
が
認
め
ら
れ
る
。
一
六
章
の
条
件
文（
節
）で
は
、
様
々
の
条
件
の
分
類
が
、
伝
統
的
な
分
類
の
枠
組
み
に
捕
ら
わ
れ
ず
に
提
示

さ
れ
て
い
る
。

勿
論
、
ポ
ー
タ
ー
の
記
述
の
中
で
最
も
注
目
に
価
す
る
の
は
、
一
章
の
時
制
と
ア
ス
ペ
ク
ト
に
他
な
ら
な
い
。
参
考
文
献
表

と
索
引
ま
で
も
含
め
る
と
、
何
と
六
○
○
頁
に
近
い
大
部
の
論
文
を
ポ
ー
タ
ー
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
濂
の
で

当
然
な
こ
と
と
思
う
。
前
置
詞
を
扱
っ
て
あ
る
九
章
（
四
二
頁
）
を
除
く
と
、「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
で
一
番
長
い
章
は
、
時
制
と

ア
ス
ペ
ク
ト
の
一
章
に
他
な
ら
な
い
（
三
○
頁
）。
デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
や
メ
イ
チ
ェ
ン
を
始
め
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
文
法
書

で
は
、
新
約
ギ
リ
シ
ア
語
の
時
制
はA

ktionsart

（
行
動
の
種
類
）
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ

ィ
で
は
、
現
在
時
制
は
連
続
的
行
動
、
完
了
時
制
は
完
成
し
た
行
動
、
不
定
過
去
時
制
は
不
定
の
行
動
を
表
現
す
る
、
と
説
明

さ
れ
て
い
る
（
一
七
八
頁
）。
ま
た
、
別
の
表
現
で
は
行
動
を
点
と
し
て
、
点
的
な
行
動
と
し
て
把
握
す
る
か
、
あ
る
い
は
進
行

中
、
即
ち
線
的
行
動
と
み
な
す
か
二
つ
の
根
本
的
な
見
方
が
あ
る
と
す
る
潦（
一
七
九
頁
）。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
行
動
の
種

類
（A

ktionsart

）
が
主
要
な
概
念
で
、
過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
時
間
概
念
は
新
約
ギ
リ
シ
ア
語
の
時
制
で
は
重
要
で
な

い
、
と
す
る
（
一
七
七
頁
）。
こ
れ
が
、
ほ
ぼ
伝
統
的
で
標
準
的
な
ギ
リ
シ
ア
語
時
制
の
理
解
に
他
な
ら
な
い
澳
。

ポ
ー
タ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
理
解
を
否
定
す
る
。
新
約
ギ
リ
シ
ア
語
の
時
制
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
時

間
概
念
で
も
な
く
、
ど
の
よ
う
に
行
動
（
あ
る
い
は
出
来
事
）
が
客
観
的
に
起
こ
る
か
と
い
うA

ktionsart

で
も
な
い
。
ど
ち

ら
で
も
な
く
、
ア
ス
ペ
ク
ト
に
他
な
ら
な
い
、
と
論
じ
て
い
る
。
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
と
、「
動
詞
の
ア
ス
ペ
ク
ト
を
定
義
す
る

と
、
話
し
手
な
り
書
き
手
が
、
動
詞
体
系
の
中
の
特
定
の
時
制
形
を
選
ん
で
、
行
動
の
見
方
を
文
法
化
す
る
（
即
ち
、
語
形
を

選
ん
で
意
味
を
表
現
す
る
）
意
味
論
上
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
る
澣
。」
そ
し
て
、
具
体
的
に
は
三
つ
の
動
詞
の
ア
ス
ペ
ク
ト
を
規

定
し
て
い
る
。
即
ち
、
完
了
的
ア
ス
ペ
ク
ト
、
未
完
了
的
ア
ス
ペ
ク
ト
、
静
的
ア
ス
ペ
ク
ト
の
三
つ
と
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ア

ス
ペ
ク
ト
は
主
要
な
時
制
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。
完
了
的
ア
ス
ペ
ク
ト
は
、
不
定
過
去
時
制
の
意
味
と
、
未
完
了
的
ア
ス
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ペ
ク
ト
は
現
在
時
制
と
未
完
了
過
去
時
制
の
意
味
、
静
的
ア
ス
ペ
ク
ト
は
完
了
時
制
と
大
完
了
時
制
の
意
味
と
す
る
。
換
言
す

る
と
、
完
了
的
ア
ス
ペ
ク
ト
で
は
、
行
動
を
言
語
使
用
者
が
、
完
成
し
区
別
さ
れ
な
い
過
程
と
し
て
表
現
す
る
。
そ
し
て
、
未

完
了
的
ア
ス
ペ
ク
ト
で
は
、
行
動
を
言
語
使
用
者
が
進
行
中
と
し
て
表
わ
し
、
静
的
ア
ス
ペ
ク
ト
で
は
、
言
語
使
用
者
が
行
動

を
所
与
の
（
し
か
し
、
し
ば
し
ば
複
雑
な
）
事
態
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
し
て
表
わ
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
行
動
（
あ
る

い
は
出
来
事
）
が
実
際
に
、
ど
の
よ
う
に
起
こ
っ
た
か
で
は
な
く
、
言
語
使
用
者
が
、
ど
の
よ
う
に
見
、
表
現
し
て
い
る
か
と

関
係
が
あ
る
澡
。

ポ
ー
タ
ー
は
同
じ
事
を
様
々
な
形
で
説
明
し
て
い
る
。
不
定
過
去
時
制
に
代
表
さ
れ
る
完
了
的
ア
ス
ペ
ク
ト
は
背
景
的
時
制
、

現
在
時
制
に
代
表
さ
れ
る
未
完
了
的
ア
ス
ペ
ク
ト
は
前
景
的
時
制
、
完
了
時
制
に
代
表
さ
れ
る
静
的
ア
ス
ペ
ク
ト
は
前
線
的
時

制
と
呼
べ
る
。
更
に
ポ
ー
タ
ー
は
、
使
徒
の
働
き
一
六
・
一
―
五
を
例
と
し
て
取
り
挙
げ
て
い
る
。
不
定
過
去
時
制
（
背
景
的

ア
ス
ペ
ク
ト
）
は
、
出
来
事
の
基
本
的
枠
組
み
を
確
立
す
る
（
即
ち
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
部
分
）
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
そ

れ
か
ら
パ
ウ
ロ
は
…
…
行
っ
た
（ka

t
h
vnt

h
s
en

）。」
と
こ
ろ
が
、「
テ
モ
テ
と
い
う
弟
子
が
い
た
（h

\n

）。」
と
新
し
い
登
場
人

物
の
紹
介
に
は
未
完
了
過
去
時
制
、
即
ち
未
完
了
的
ア
ス
ペ
ク
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
。
更
に
彼
の
特
徴
、「
評
判
が
よ
い

（ejm
a
rt
urei't

o

）」
に
も
強
調
が
あ
り
、
未
完
了
的
ア
ス
ペ
ク
ト
（
未
完
了
過
去
時
制
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
背
景
的
な
事
柄

が
続
い
て
い
る
が
、
背
景
的
時
制
で
あ
る
不
定
過
去
時
制
で
語
ら
れ
て
い
る
（h

jqevlh
s
en

...
ejxelqei'n

...
la

b
w
;n

...

p
erievvt

em
en

）。
と
こ
ろ
が
、
テ
モ
テ
が
割
礼
を
受
け
る
理
由
は
、
前
景
的
時
制
（
未
完
了
過
去
）
に
補
助
さ
れ
な
が
ら
、
前
線

的
時
制
（
大
完
了
）
で
提
示
さ
れ
て
い
る
。「
彼
の
父
が
ギ
リ
シ
ア
人
で
あ
る
（uJp

h
'rc

en

、
未
完
了
過
去
時
制
）
こ
と
を
、
み

な
が
知
っ
て
い
た
（h

/[deis
a
n

、
大
完
了
時
制
＝
静
的
ア
ス
ペ
ク
ト
）
か
ら
で
あ
る
。」
教
理
に
拘
る
こ
と
が
、
こ
の
文
脈
で
は

大
切
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
四
節
で
は
、
前
景
的
時
制
（
未
完
了
的
ア
ス
ペ
ク
ト
）
が
使
用
さ
れ
（d

ie
p
o
r
e
u
vo
n
t
o

...

p
a
redivdos

a
n
...

∑
ula

vs
s
ein

）、
決
定
的
な
部
分
と
も
言
う
べ
き
エ
ル
サ
レ
ム
会
議
の
議
決
に
つ
い
て
は
前
線
的
時
制
（
静
的
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ア
ス
ペ
ク
ト
）
の
完
了
時
制
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（kekrim

evna

）澤
。
そ
し
て
、
こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
結
果
部
分
が
、
再
び
前
景

的
時
制
（
未
完
了
過
去
時
制
）
で
語
ら
れ
（ejs

t
ereou'√t

...
ejp

erivs
s
euon

...

）、
六
節
に
行
く
と
も
う
一
度
、
背
景
的
時
制

で
叙
述
が
続
け
ら
れ
て
い
る
（dih

'lqon

）澹
。

別
の
例
と
し
て
は
、
ロ
ー
マ
書
五
・
一
―
二
が
取
り
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
信
仰
に
よ
っ
て
義
と
認
め
ら
れ
た
（
不
定
過
去
時

制
）
私
た
ち
は
、
私
た
ち
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
神
と
の
平
和
を
持
っ
て
い
ま
す
（
現
在
時
制
）。」
と
い
う
前

提
で
始
ま
っ
て
い
る
。
信
仰
義
認
が
背
景
と
な
っ
て
、
神
と
の
平
和
を
持
つ
こ
と
が
前
面
に
目
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
節

で
は
パ
ウ
ロ
は
、
も
っ
と
力
強
く
、
読
者
が
享
受
し
て
い
る
身
分
を
前
面
に
出
し
て
い
る
。「
ま
た
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
い
ま

私
た
ち
の
立
っ
て
い
る
（
完
了
時
制
＝
静
的
ア
ス
ペ
ク
ト
）
こ
の
恵
み
に
信
仰
に
よ
っ
て
導
き
入
れ
ら
れ
た
（
完
了
時
制
＝
静

的
ア
ス
ペ
ク
ト
）
私
た
ち
は
、
神
の
栄
光
を
望
ん
で
大
い
に
喜
ん
で
い
ま
す
。」
と
濆
。

こ
の
よ
う
な
ギ
リ
シ
ア
語
動
詞
の
時
制
理
解
に
対
し
て
既
に
様
々
な
反
応
が
起
こ
っ
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
同
じ
よ

う
に
動
詞
の
ア
ス
ペ
ク
ト
か
ら
新
約
ギ
リ
シ
ア
語
の
動
詞
の
時
制
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
フ
ァ
ニ
ン
グ
は
、
ポ
ー
タ
ー
と
完

全
に
同
じ
見
解
で
は
な
い
澪
。
動
詞
の
ア
ス
ペ
ク
ト
の
定
義
な
ど
基
本
的
事
柄
に
つ
い
て
は
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
新
約

ギ
リ
シ
ア
語
の
時
制
に
過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
時
間
的
要
素
が
多
少
な
り
と
も
含
ま
れ
る
か
否
か
、
あ
る
い
は
言
語
使
用

者
の
（
主
観
的
な
）
見
方
と
は
別
に
、
行
動
（
あ
る
い
は
出
来
事
）
の
（
客
観
的
な
）
起
こ
り
方
そ
の
も
の
が
時
制
の
意
味
に

拘
っ
て
い
る
か
否
か
等
に
つ
い
て
二
人
は
意
見
を
異
に
し
て
い
る
。
二
人
共
、
時
制
の
意
味
で
時
間
よ
り
も
ア
ス
ペ
ク
ト
が
重

要
と
す
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
ポ
ー
タ
ー
は
、
新
約
ギ
リ
シ
ア
語
の
時
制
に
時
間
的
要
素
を
全
く
認
め
よ
う
と
し
な
い
が
、

フ
ァ
ニ
ン
グ
は
時
間
的
要
素
を
多
少
な
り
と
も
認
め
る
。
ま
た
、
フ
ァ
ニ
ン
グ
は
、
行
動
の
起
こ
り
方
を
明
確
に
す
る
ヴ
ェ
ン

ド
ラ
ー
・
ケ
ニ
ー
の
分
類
学
を
用
い
、
い
わ
ば
ア
ス
ペ
ク
ト
とA

ktionsart
と
を
組
み
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、

ポ
ー
タ
ー
は
、
そ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
一
貫
性
に
欠
け
る
と
批
判
し
て
い
る
。
ポ
ー
タ
ー
は
あ
く
ま
で
も
純
粋
に
言
語
学

9



的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
し
か
も
例
外
を
極
力
排
除
す
る
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
他
方
、
フ
ァ
ニ
ン
グ
は
聖
書
釈
義
に
有
用

な
時
制
論
を
目
指
し
て
、
哲
学
的
な
見
方
も
織
り
混
ぜ
て
い
る
。
こ
の
辺
の
出
発
点
や
目
指
す
所
の
相
違
が
結
局
、
両
者
の
見

解
の
相
違
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
時
制
と
ア
ス
ペ
ク
ト
の
問
題
の
詳
細
は
次
回
に
譲
る
が
、
こ
の
よ
う
な
時
制
理

解
が
二
年
め
の
新
約
ギ
リ
シ
ア
語
学
習
者
を
対
象
と
す
る
中
級
文
法
書
に
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
の

意
義
や
重
要
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

結
　
論

ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
が
書
い
て
い
る
通
り
に
濟
、
完
璧
な
文
法
あ
る
い
は
文
法
書
と
い
う
も
の
は
不
可
能
な
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
ポ
ー
タ
ー
の
「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
が
如
何
に
画
期
的
な
も
の
か
は
、
以
上
で
十
分
お
わ
か
り
頂
け
た
こ
と
と
思
う
。

二
年
め
の
新
約
ギ
リ
シ
ア
語
学
習
者
を
念
頭
に
置
い
た
中
級
文
法
書
で
あ
り
な
が
ら
、
近
代
言
語
学
の
原
理
に
基
づ
い
て
い
る

も
の
を
寡
聞
に
し
て
筆
者
は
知
ら
な
い
。
ポ
ー
タ
ー
の
「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
は
、
既
に
中
級
文
法
を
あ
る
程
度
習
得
し
た
方
々

に
と
っ
て
も
有
益
な
も
の
に
違
い
な
い
。
ぜ
ひ
一
読
を
お
勧
め
し
た
い
。

次
回
か
ら
は
、
ポ
ー
タ
ー
の
「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、「
中
級
文
法
試(

私)

論
」
と
し
て
、
各
文
法

事
項
を
取
り
挙
げ
て
論
じ
る
予
定
で
い
る
。
先
ず
次
回
は
、
時
制
論
お
よ
び
動
詞
の
ア
ス
ペ
ク
ト
に
取
り
組
み
た
い
。

注

漓J.G
.M

achen

著
、
田
辺
滋
訳
、「
新
約
聖
書
ギ
リ
シ
ヤ
語
原
典
入
門
」
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
出
版
社
、
一
九
六
七
年
。

滷
こ
こ
で
い
う
中
級
文
法
と
は
、F.B

lass
and

A
.D

ebrunner

著
、R

obertW
.Funk

編
訳
、A

G
reek

G
ram

m
ar

of
the

N
ew

T
estam

ent(T
he

U
niversity

ofChicago
Press,1961);A

.T
.R

obertson

著
、A

G
ram

m
ar

of
the

G
reek

N
ew

T
estam

entin

10



the
Light

of
H

istorical
R

esearch
(B

roadm
an

Press,1934

、
初
版
は
一
九
一
四);J.H

.M
oulton,A

G
ram

m
ar

of
N

ew

T
estam

ent
G

reek
(T.&

T.Clark

、
第
一
巻
一
九
○
六
、
第
二
巻
一
九
二
○
、
第
三
巻
一
九
六
三
、
第
四
巻
一
九
七
六
）
な

ど
の
レ
フ
ァ
ラ
ン
ス
文
法
書
で
は
な
く，

初
級
文
法
習
得
後
、
講
読
・
釈
義
な
ど
の
際
に
用
い
る
文
法
書
を
指
す
。

澆H
.E

.D
ana

and
J.R

.M
antey

著
、A

M
anualG

ram
m

ar
ofthe

G
reek

N
ew

T
estam

ent(M
acm

illan,1957

、
初
版
は
一
九
二
七)

。

潺S.E
.Porter

著
、Idiom

s
of

the
G

reek
N

ew
T

estam
ent(JSO

T
Press,1992)

。
以
下
、「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
と
略
す
。
誤
解

を
招
き
易
い
、
こ
の
書
の
題
はC.F.D

.M
oule

著
、A

n
Idiom

-B
ook

of
N

ew
T

estam
ent

G
reek

(Cam
bridge

U
niversity

Press,1953)

に
よ
っ
て
い
る
（「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
一
三
頁
）。

潸
こ
の
点
で
大
き
な
貢
献
の
あ
っ
た
人
物
がA
dolf

D
eissm

ann
(Light

from
the

A
ncient

E
ast

[B
aker,1978]

。
た
だ
し
原
書

初
版
は
一
九
○
八
年
、
英
書
の
初
版
は
一
九
二
七
年
）
やJ.H

.M
oulton

に
他
な
ら
な
い
。

澁
ス
イ
ス
の
言
語
学
者
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・
ド
・
ソ
シ
ュ
ー
ル
（
一
八
五
七
―
一
九
一
三
）
に
近
代
言
語
学
は
始
ま
る
、
と
普

通
言
わ
れ
る
。
風
間
喜
代
三
著
、「
言
語
学
の
誕
生
」（
岩
波
新
書
、
一
九
七
八
）
は
ソ
シ
ュ
ー
ル
で
終
わ
り
、
田
中
克
彦
著

「
言
語
学
と
は
何
か
」（
岩
波
新
書
、
一
九
九
三
）
で
は
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
に
始
ま
る
言
語
学
の
流
れ
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
ソ
シ

ュ
ー
ル
の
死
後
、
弟
子
達
が
編
集
し
た
「
一
般
言
語
学
講
義
」
は
一
九
一
六
年
に
出
版
さ
れ
た
。

澀
勿
論
、
徐
々
に
是
正
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
近
代
言
語
学
の
成
果
を
取
り
入
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

Jam
es

B
arr

著
、T

he
Sem

antics
ofB

iblicalLanguage
(O

xford
U

niversity
Press,1961),A

.C.T
hiselton

著
、“Sem

antics

and
N

ew
Testam

entInterpretation”
in:I.H

.M
arshall

編
、N

ew
T

estam
ent

Interpretation

改
訂
版(Paternoster,1979)

七
五
│
一
○
四
頁
、A

.C.T
hiselton

著
、T

he
T

w
o

H
orizons

(E
erdm

ans/Paternoster,1980)

一
一
五
│
一
三
九
頁
、J.P.

Louw

著
、Sem

antics
of

N
ew

T
estam

ent
G

reek
(Scholars

Press,1982)
、M

oise‘s
Silva

著
、B

iblicalW
ords

and
T

heir
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M
eaning

(Zondervan,1983)

、D
.A

.Carson

著
、E

xegeticalFallacies
(B

aker,1984)

二
五
│
九
○
頁
、P.Cotterelland

M
.

T
urner

著
、Linguistics

and
B

iblicalInterpretation
(IV

P/SPCK
,1989)

、Louw
and

N
ida

編
、G

reek-E
nglish

Lexicon
of

the
N

ew
T

estam
ent

based
on

Sem
antic

D
om

ains
(U

B
S,1989)

、S.E
.Porter

著
、V

erbalA
spect

in
the

G
reek

of
the

N
ew

T
estam

ent,
w

ith
R

eference
to

T
ense

and
M

ood
(Peter

Lang,1989)

、B
.M

.Fanning

著
、V

erbalA
spect

in
N

ew

T
estam

ent
G

reek
(O

xford
U

niversity
Press,1990)

、M
oise’s

Silva

著
、G

od,
Language

and
Scripture

(Zondervan,

1990)

、S.E
.Porter

著
、‘K

eeping
up

w
ith

R
ecent

Studies
17.G

reek
Language

and
Linguistics’T

he
E

xpository

T
im

es
103

(1992)
二
○
二
│
二
○
八
頁
、S.E

.Porter
and

D
.A

.Carson

編
、B

iblicalG
reek

Language
and

Linguistics

(Sheffield
A

cadem
ic

P
ress,

1993)

。
初
心
者
向
け
と
し
て
は
、D

.
A

.
B

lack

著
、L

inguistics
for

Students
of

N
ew

T
estam

entG
reek

(B
aker,1988)

が
あ
る
。

潯D
ana-M

antey,M
anualp.iii:‘T

he
need

m
ostkeenly

feltby
present-day

teachers
ofthe

G
reek

N
ew

Testam
entis

for
an

accurate
and

com
prehensive

com
pendium

ofgram
m

ar
w

hich
is

adaptable
to

the
average

student.T
his

need
w

e
have

attem
pted

to
supply

in
the

follow
ing

pages.’
（「
新
約
ギ
リ
シ
ア
語
の
今
日
の
教
師
た
ち
が
鋭
く
覚
え
て
い
る
必
要
は
、
標

準
的
学
生
が
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
、
正
確
で
包
括
的
文
法
の
大
要
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
必
要
を
満
た
す
努
力
を
、
私
た

ち
著
者
は
本
書
で
し
た
。」）

潛「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
一
四
頁
。

濳「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
一
五
頁
・‘…

First,m
y

analysis
is

based
upon

principles
of

m
odern

linguistics,translated
and

adapted
for

students
and

teachers
w

ho
m

ay
nothave

had
any

exposure
to

its
technicallanguage

and
m

ethod.’

（「
…

…
先
ず
第
一
に
、
私
の
分
析
は
近
代
言
語
学
の
原
理
に
基
づ
い
て
い
る
。
し
か
も
、
専
門
用
語
や
方
法
論
を
知
ら
な
い
学
生

や
教
師
に
も
わ
か
り
易
く
、
近
代
言
語
学
の
原
理
を
適
応
し
て
い
る
。」）
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ま
た
、D

.A
.C
arson

はT
hem

elios
(vol.19

N
o.3

1994
p.21)

の
「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
の
書
評
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。‘…

B
ut

although
this

is
a

second-year
gram

m
ar,it

is
by

far
the

m
ost

innovative
and

contem
porary

w
ork

of
its

kind
to

appear
for

a
long

tim
e.…

…
Itis

because
this

gram
m

ar
is

the
firstatthis

levelto
be

builton
a

com
petentgrasp

ofm
odern

linguistic
theory.…

’

（「
…
…
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
二
年
め
の
た
め
の
文
法
書
で
は
あ
る
が
、
こ
の
種
の
文
法
書
と
し
て
は
長
年
書
か
れ
た
こ
と
が

な
い
程
、
は
る
か
に
革
新
的
で
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
で
あ
る
。
…
…
そ
れ
は
、
こ
の
文
法
書
が
、
こ
の
レ
ベ
ル
の
も
の

と
し
て
は
初
め
て
、
近
代
言
語
学
理
論
を
十
分
に
理
解
し
て
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
…
…
」）

潭
白
状
し
て
お
く
が
、
筆
者
は
あ
く
ま
で
も
言
語
学
の
門
外
漢
に
過
ぎ
な
い
。
言
語
学
に
対
す
る
誤
解
や
認
識
不
足
は
多
々
あ

る
こ
と
と
思
う
。
ご
指
摘
、
ご
訂
正
下
さ
れ
ば
幸
い
と
思
う
。

通
常
言
わ
れ
る
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
貢
献
は
、
大
き
く
三
つ
の
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
め
と
し
て
は
、
言
語
と

意
味
、
と
り
わ
け
単
語
（
記
号
）
と
、
そ
の
指
し
示
す
対
象
物
と
の
関
係
は
、
あ
く
ま
で
も
恣
意
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
論

理
的
必
然
性
は
な
い
。
即
ち
、
言
語
使
用
共
同
体
の
習
慣
の
結
果
に
他
な
ら
な
い
。
二
つ
め
と
し
て
は
、
言
語
と
は
相
互
に

依
存
し
て
い
る
体
系
で
あ
り
、
例
え
ば
単
語
の
意
味
と
は
類
義
語
と
の
相
違
や
反
意
語
の
特
定
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

こ
の
二
つ
の
点
か
ら
、
必
然
的
に
言
語
の
通
時
（
歴
史
）
的
研
究
よ
り
も
、
共
時
的
研
究
の
方
が
強
調
さ
れ
、
重
要
視
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
三
つ
め
と
し
て
は
、
実
際
に
用
い
ら
れ
る
言
語
（
パ
ロ
ー
ル
）
と
実
際
の
言
語
の
土
台
と
な
る
抽
象
的
な

体
系
（
ラ
ン
グ
）
と
を
区
別
す
る
。

澂
デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
　
六
五
│
九
五
頁
。

潼
デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
　
六
五
頁
。

潘
更
に
、
与
格
（
純
粋
与
格
）
は
、
盧
間
接
目
的
語
の
与
格
、
盪
利
害
の
与
格
、
蘯
所
有
の
与
格
、
盻
言
及
の
与
格
に
、
位
格
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（
位
置
的
与
格
）
は
、
盧
場
所
の
位
格
、
盪
時
の
位
格
、
蘯
領
域
の
位
格
に
、
具
格
（
手
段
の
与
格
）
は
、
盧
手
段
の
具
格
、

盪
原
因
の
具
格
、
蘯
方
法
の
具
格
、
盻
尺
度
の
具
格
、
眈
結
合
の
具
格
、
眇
行
為
者
の
具
格
に
、
対
格
は
、
盧
直
接
目
的
語

の
対
格
、
盪
副
詞
的
対
格
、
蘯
同
族
対
格
、
盻
二
重
対
格
、
眈
独
立
対
格
、
眇
誓
い
に
使
わ
れ
る
対
格
に
、
そ
れ
ぞ
れ
細
分

化
さ
れ
て
い
る
。
呼
格
の
細
分
化
は
な
い
。

澎「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
八
一
頁：

‘Form
al

synchronic
criteria

(i.e.treatm
ent

of
the

G
reek

language
as

used
during

the

H
ellenistic

period,especially
as

itis
found

in
the

G
reek

ofthe
N

T
)dictate

thatanalysis
begin

w
ith

atm
ostfive

cases.’

（「
共
時
的
形
の
基
準
に
従
え
ば
（
即
ち
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
に
用
い
ら
れ
た
ギ
リ
シ
ア
語
、
と
り
わ
け
新
約
聖
書
の
ギ
リ
シ

ア
語
に
見
ら
れ
る
ま
ま
で
取
り
扱
え
ば
）、
分
析
は
、
せ
い
ぜ
い
多
く
て
五
格
か
ら
始
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」）

澑「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
一
六
頁
。

濂S.E
.Porter,V

erbalA
spect.

詳
細
は
注
澀
を
参
照
の
こ
と
。

潦
実
は
、「
見
方
」、「
把
握
す
る
」、「
み
な
す
」
と
表
現
し
て
し
ま
う
と
、A

ktionsart

で
は
な
く
、
ア
ス
ペ
ク
ト
に
な
っ
て
し

ま
う
が
、
多
く
の
文
法
書
で
は
両
者
の
間
の
区
別
は
、
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

澳
実
際
、
デ
イ
ナ
＝
マ
ン
テ
ィ
は
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
や
モ
ー
ル
ト
ン
へ
の
依
存
を
明
確
に
し
て
い
る
。

澣「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
二
○
―
二
一
頁：

‘…
verbalaspectis

defined
as

a
sem

antic
(m

eaning)category
by

w
hich

a
speaker

or
w

riter
gram

m
aticalizes

(i.e.represents
a

m
eaning

by
choice

of
a

w
ord-form

)
a

perspective
on

an
action

by
the

selection
ofa

particular
tense-form

in
the

verbalsystem
.’

Fanning

の
定
義
も
同
様
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
（V

erbalA
spect

八
四
―
八
五
頁
）。

‘V
erbalaspect

in
N

T
G

reek
is

that
category

in
the

gram
m

ar
of

the
verb

w
hich

reflects
the

focus
or

view
point

of
the

speaker
in

regard
to

the
action

or
condition

w
hich

the
verb

describes.It
show

s
the

perspective
from

w
hich

the
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occurrence
is

regarded
or

the
portrayalof

the
occurrence

apart
from

the
actualor

perceived
nature

of
the

situation

itself.’

（「
新
約
ギ
リ
シ
ア
語
の
動
詞
の
ア
ス
ペ
ク
ト
と
は
、
動
詞
が
描
写
す
る
行
動
や
状
態
に
関
す
る
話
し
手
の
焦
点
ま
た

は
視
点
を
反
映
さ
せ
る
動
詞
の
文
法
に
お
け
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。
実
際
あ
る
い
は
理
解
さ
れ
て
い
る
状
況
の
性
質
自
体

と
は
別
の
、
出
来
事
の
描
写
あ
る
い
は
、
出
来
事
を
見
る
視
点
を
示
す
も
の
で
あ
る
。」）

澡
以
上
、「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
二
一
―
二
二
頁
。

澤「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
二
三
頁
でt

a
;
kekrim

evna

の
訳
が‘hidden

things’

と
な
っ
て
い
る
が
、
勿
論‘determ

ined’

あ
る
い
は

‘decided’

の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
一
九
九
四
年
第
二
版
で
は‘determ

ined’

と
な
っ
て
い
る
。

澹
以
上
、「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
二
三
頁
お
よ
び‘K
eeping

up
w

ith’

二
○
五
頁
に
よ
る
。

濆「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
二
三
頁
に
よ
る
。

澪
二
人
の
議
論
は
、
カ
ー
ソ
ン
に
よ
る
紹
介
と
と
も
にPorter

and
Carson

編
、B

iblical
G

reek
language

（
詳
細
は
注
澀
を

参
照
の
こ
と
）。
一
八
―
六
二
頁
に
あ
る
。
他
の
学
者
達
の
反
応
は
六
三
―
八
二
頁
に
あ
る
。
ポ
ー
タ
ー
のV

erbal
A

spect

へ
の
他
の
反
応
と
し
て
はK

.L.M
cK

ay,‘T
im

e
and

A
spect

in
N

ew
Testam

ent
G

reek’N
ovum

T
estam

entum
34
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二
○
九
│
二
二
八
頁
が
あ
る
。

濟A
.T.R

obertson,A
G

ram
m

ar
of

the
G

reek
N

ew
T

estam
ent

（
詳
細
は
注
滷
）
三
二
頁
・‘Itis

notpossible
then

to
w

rite

the
finalgram

m
ar

of
G

reek
either

ancient
or

m
odern.T

he
m

odern
is

constantly
changing

and
w

e
are

ever
learning

m
ore

ofthe
old.’

（「
古
代
の
で
あ
れ
、
現
代
の
で
あ
れ
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
最
終
的
文
法
書
を
書
く
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
現

代
ギ
リ
シ
ア
語
は
常
に
変
化
し
続
け
て
い
る
し
、
古
代
の
ギ
リ
シ
ア
語
は
私
た
ち
が
常
に
学
び
続
け
て
い
る
か
ら
。」）

※
ポ
ー
タ
ー
著
「
イ
デ
ィ
オ
ム
ズ
」
購
入
希
望
者
は
、
神
学
校
伊
藤
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
新
約
学
・
教
師)
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